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地
域
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
、
当
社
協
に
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
歳
を
取
り
ま
し
た
ら
、
最
近
の
こ
と

は
思
い
出
せ
な
い
が
、ふ
と
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。 

今
回
思
い
出
し
た
の
は
、ラ
イ
オ
ン
と
ウ
サ
ギ
の

絵
本
の
内
容
で
す
。作
者
も
題
名
も
忘
れ
ま
し
た
が
、

次
の
内
容
で
し
た
。 

 

ラ
イ
オ
ン
が
、
ウ
サ
ギ
を
食
べ
ま
し
た
。
食
べ
ら

れ
た
ウ
サ
ギ
に
は
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
し
た
。ラ
イ
オ
ン
は
、

そ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
不
憫
に
思
っ
て
、我
が
子
の
よ
う
に
一
生
懸
命

育
て
ま
し
た
。
ウ
サ
ギ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
元
気
に
育
ち
、
ラ
イ
オ
ン

を
お
父
さ
ん
と
思
い
、
そ
し
て
強
い
お
父
さ
ん
が
自
慢
で
、
自
分

も
お
父
さ
ん
の
よ
う
に
な
り
た
く
て
、
紙
に
た
て
が
み
を
書
い
て
、

頭
に
被
っ
て
い
ま
し
た
。
回
り
の
ウ
サ
ギ
達
は
そ
れ
を
見
て
笑
い
、

お
前
は
ウ
サ
ギ
で
ラ
イ
オ
ン
に
は
な
れ
な
い
し
、お
前
の
親
を
殺

し
た
の
は
ラ
イ
オ
ン
だ
と
、そ
し
て
お
前
も
大
き
く
な
れ
ば
食
べ

ら
れ
る
と
言
わ
れ
、
悲
し
み
ま
す
。
そ
の
後
、
ラ
イ
オ
ン
は
歳
を

取
り
、
狩
り
が
で
き
な
く
な
り
、
弱
り
ま
し
た
。
ウ
サ
ギ
は
、
年

老
い
た
ラ
イ
オ
ン
を
見
て
、自
分
を
食
べ
て
く
れ
と
申
し
出
ま
し

た
が
、ラ
イ
オ
ン
は
涙
を
浮
か
べ
断
り
、死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
子
供
向
け
の
絵
本
で
す
が
、
社
会
福
祉
関
係
に
携
わ

り
、
今
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
親
子
関
係
が
取
り
ざ
た
さ
れ
い

る
の
で
、
こ
の
話
を
思
い
出
し
た
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
福
祉

の
精
神
は
思
い
や
り
か
な
と
、
そ
し
て
、
何
と
も
や
る
せ
な
い
お

話
で
し
た
。 

 

 

      
 

令
和
四
年
度
総
会
に
つ
い
て 

  

令
和
四
年
五
月
二
〇
日
、
当
地
区
の
平
成
四

年
度
の
総
会
が
、
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー
の
講
堂

で
、
三
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
二

年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
文
書
審
議
で
し
か
、

議
案
を
審
議
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
密
を
避

け
る
た
め
、
人
員
制
限
を
し
て
の
開
催
で
し
た

が
、
や
は
り
、
対
面
で
の
総
会
は
、
会
員
の
皆

様
と
直
に
お
話
が
で
き
、
事
業
計
画
の
実
施
、

予
算
の
執
行
に
、
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
重
要
課
題
は
、
令
和
五
年
度
か
ら

五
年
間
の
「
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定

で
す
。 

 

地
域
の
皆
様
の
幅
広
い
ご
意
見
を
計
画
に

取
り
組
む
た
め
に
、
社
協
役
員
以
外
の
各
方
面

の
方
に
、
策
定
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
無
事
、
六
月
一
日
に
第
一
回
策
定
委
員
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
光
貞

の
良
い
と
こ
ろ
と
問
題
点
を
話
し
合
い
ま
し

た
が
、
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、

我
々
は
素
晴
ら
し
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
ん

だ
な
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
を

更
に
良
く
す
る
た
め
の
素
晴
ら
し
い
計
画
が

で
き
る
の
で
は
と
希
望
が
湧
き
ま
し
た
。
こ
の

社
協
だ
よ
り
「
み
つ
さ
だ
」
が
皆
様
に
届
く
こ

ろ
は
、
第
二
回
が
開
催
さ
れ
、
更
に
白
熱
し
た

話
し
合
い
が
持
た
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。 

 

参
考
ま
で
に
総
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
計

画
と
予
算
を
掲
載
し
ま
す
。。 
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令和４度光貞校区社会福祉協議会事業計画 
１．ふれあいネットワーク活動  
（１）基本事業  

①訪問・見守り活動 
民生委員・児童委員と福祉協力員は協力して、校区内に居住する、支援を

必要としている人を、定期的または随時に訪問し、ニーズの把握に努めると
ともに、必要な対応、調整を行う。 

②連絡調整会議の開催 
訪問・見守り活動の結果について話し合い、支援方法や問題解決を検討す

るため、連絡調整会議を開催する。（校区全体では、毎月第１水曜日午前１
０時から） 

 ③民生委員・児童員と福祉協力員交流研修会 
民生委員・児童委員と福祉協力員の交流及び社会福祉に関する知識の習得

を目的とした研修会を行う。（令和４年度はセンター内での交流会を予定） 
 （２）その他 事業 

 ①健康づくり事業（光貞明るく楽しい健康づくり委員会との共催） 
 ②地域（各自治区会）敬老会への助成 

 ２．地域共生社会実現のための活動 
  （１)小地域福祉活動計画を策定する活動 
     令和４年度から従来のメニュー事業Ⅰメニュー事業Ⅱがなくなり、これ 
    からは、小地域福祉活動計画の基づいた事業を実施することとなったので、 
    令和４年度は小地域福祉活動計画を策定する。 
 （２）八幡西区社協オリジナル助成 
   ①高齢者のサロン事業  

地域に閉じこもりがちな高齢者の居場所づくりを目的として、各地区に開
設されている４ヶ所のサロン活動を充実させ、高齢者の親睦、コミュニケー
ションを図る。  

   ②研修・学習活動  
行方不明者探索模擬訓練について、前年度は、講習会をしたので、令和 4

年度は実際の訓練を行う。また、地域の高齢者を初め住民がいつまでも健康
で楽しく暮らせることを目的として、「介護予防講座」を年２回から３回程
度、開催する。 

  ③広報・調査活動  
地域住民に、校区社会福祉協議会の事業を理解してもらい、社会福祉活動

の啓発及び理解・協力を得るために、「広報誌みつさだ」を発行する。令和
４年度は、第１６号と第１７号を発行する予定である。 

   ④年末年始ふれあい活動 
  年賀状を通して、地域の高齢者と小中学生の触れ合いを行う。名簿と年賀
状を小学校と中学校に渡し、小学生、中学生から地域の高齢者世帯に対して
年賀状を発送し、健康と長寿を願う。 

また、１２月に三世代ふれあい餅つき大会を市民センター、まちづくり協
議会と共催で開催し、子どもから高齢者までの三世代の触れ合いを深める。 

 ３ その他 
市及び区の社会福祉協議会からの要請については極力協力する。 

※新型コロナウィルスの状況が不明なので、実施時期の感染状況を見て、実施す
るかどうか判断し、実施する場合は、感染予防に注意して実施する。 

 

＜収入の部＞ (単位：円)

３年度決算 ４年度予算

　市・区社協助成金 500,000 500,000
250,000 250,000

0 50,000
区社協助成金 250,000 200,000

　その他の補助金・助成金 118,850 165,800
　自治会からの助成金 116,650 165,800
　その他の助成金 2,200 0

　 　
　校(地)区社協賛助会費

　寄付金 431
　収益金

  参加費

  広告料

　預金利子 8 5
　雑収入

サロン自治区会負担

　前年度繰越金 1,010,748 1,084,657
1,630,037 1,750,462

＜支出の部＞ (単位：円)

３年度決算 ４年度予算

ふれあいネットワーク活動費 262,670 1,147,799
　研修費 2,000 70,000
　事務費 12,320 10,000
　会議費 19,350 40,000
　保険料 27,000 23,000
　渉外費 40,000 40,000
　備品費 0 20,000
　会費

　雑費

福祉協力員活動162,000 162,000
予備費 782,799

0 100,000
小地域福祉
活動を策定
する活動

0 100,000

サロンを新
設

0 0

小地域福祉
活動計画を
推進する活
動

0 0

区社協助成金による事業 176,731 340,000
高齢者サロン 117,545 160,000
研修・学習活動 42,326 50,000
調査・広報活動 16,860 50,000
年末年始ふれあい活動 0 80,000

105,979 162,663
健康づくり事業 0 50,000
食改善推進活動費 11,630 0
補助金返還 94,349 112,663
　

次年度繰越金 1,084,657 0
1,524,058 1,750,462

地域住民の健康推進事業

令和4年度から活動中止

令和３年の補助金返還

支出合計

昨年度まではメニューⅠ事業

昨年度まではメニューⅡ事業

昨年度まではメニューⅡ事業

昨年度まではメニューⅡ事業

その他

福祉協力員活動費として

地域共生社会実現のための活動費

令和4年度の新しい事業

　

　

役員・福祉協力員研修

資料印刷・切手代

連絡会議・福祉協力員会議

ボランティア保険

自治区会開催の敬老会援助

　

収入合計

科目 説明

まちづくり50,000　自治区会
115,800

　

ふれあいネットワーク活動助成金 14,00１世帯以上=2５0,000
小地域福祉かつ計画を策定す活動助成金 　

　

令和４年度光貞校区社会福祉協議会予算（案）
（自 令和４年4月1日～至 令和５年3月31日）

科目 説明


